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マンガン系スピネル酸化物ZnMnGaO4および(Co,Mn,Fe)3O4において、チェッカー
ボード型ナノ構造やラメラ型ナノ構造等の様々なナノ構造の出現が報告されてい
る[1-2]。これらのナノ構造の出現は、Mn3+イオンの巨大ヤーンテラー変位に起因
することが示唆されているものの、その詳細については未だに不明な点が多い。そ
こで本研究では(Co,Mn,Fe)3O4を取り上げ、ヤーンテラー変位の制御を目的として
アルゴン―水素強還元雰囲気における熱処理を行い、透過型電子顕微鏡（TEM）法
を用いた結晶構造およびナノ構造変化の研究を行った。

実験
Experimental

本研究に用いた試料は、アルゴン―水素雰囲気中でアニールを行ったセラミックス
試料である。アニールは、334℃において84-336時間保持することにより行った。
ナノ組織観察は、アルゴンイオンミリング法を用いて薄片化した試料を用い、透過
型電子顕微鏡を利用して実施した。

結果と考察
Results and Discussion

アルゴン―水素雰囲気中で熱処理を行った試料におけるナノ構造について調べるた
め、透過型電子顕微鏡観察を行った。電子回折図形中には、本系で観察されるチェッ
カーボード型ナノ構造やラメラ型ナノ構造の出現を特徴づける、特徴的な回折斑点
の分裂は観察されず、<110>方向に沿った散漫散乱が観察された。一方、回折斑点
を用いて結像された暗視野像中には、明瞭なツイード模様が観察された。すなわち、
アルゴン―水素雰囲気熱処理による酸素欠損のわずかな導入により、本系における
ナノ構造形成は強く抑制されることが明らかとなった。
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